
93

519

302

426

1524

124

82

41

124

14

68

3

475

10

42

9

71

133

1

2

37

16

6

56

16

656

53

12

21

8

9

18

60

小腸

腎臓

膵臓

肝臓

肺

心臓

ドナーの医学的理由 レシピエント理由 体格差・年齢差 虚血時間 院内体制 その他

令和５年 移植実施施設における移植実施の辞退数等に関する集計結果

臓器（※１） 移植成立件数 あっせんが中止された件数（※１）

心臓 115 6

肺 119 41（うち片肺23）（※2）

肝臓 118 ９

膵臓 37 45

腎臓 219 10（うち片腎2）

小腸 3 99

令和５年の脳死ドナー131人の各臓器の移植成立件数及びあっせんが中止された件数

あっせんが中止された件について、移植実施施設へ打診し辞退された患者（レシピエント）の理由（１人の患者（レシピエント）につき１つの理由を集計）

※１ 膵腎同時移植、肝腎同時移植、肝小腸同時移植については、双方の臓器移植実施件数としてカウント。

○ 本来の移植候補者への、あっせんが成立しなかった場合であっても、移植候補者以外のレシピエントに対し、移植を行う

場合がある。

（※）腎臓では原則、１移植候補者に１腎臓のみあっせんするが、肺では、片肺の移植候補者へ両肺移植を実施する場合がある。

（※）あっせんは、中止の判断までに通常、平均10～60人の移植候補者に打診を行う。

○ 最終的に移植が成立した事例も含め、令和５年の脳死ドナー131人に関して、本来の移植候補者の移植実施施設に移植を

打診したが辞退したため、あっせんを中止した事例の主な理由は｢ドナーの医学的理由｣、次いで｢院内体制｣であった。

（ご参考）
移植が成立しなかった件数（※１）

6

25（うち片肺7）（※2）

９

45

10（うち片腎2）

99

※２ 41件のうち、16件の片肺については本来の移植候補者以外の者を対象として移植を実施した。
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